
青梅市総合長期計画基本構想骨子（案）

■まちの将来像

美しい山と渓谷に抱かれ、東京に暮らす 青梅

東京にありつつ、美しい山と渓谷を有しながら、住宅が立ち並ぶ市街地がある

ことは、青梅市の大きな特徴であり、持ち味でもあります。

市民アンケートの結果からも、現在および１０年後に望む本市のイメージと

して、「美しい山や渓谷を有する自然豊かなまち」を多くの方が選んでいます。

このような特徴を持つ青梅市を住む場所として、また事業を営む場所として

選んでいただけるようなまちづくりに取り組んでいきます。

■基本理念

青梅の人々が、青梅を楽しみながら健やかに安心して暮らせることを目指し、

「あそぼうよ！青梅」の姿勢を基本に、次の３つの基本理念を掲げ、本計画を推

進していきます。

・豊かな自然と都市機能が調和した持続可能なまち

御岳山に代表される美しい山並みや多摩川の清流を身近に感じつつ、快適に暮

らせるまちを目指します。

・多様性を認め合い、みんなが健やかに暮らせるまち

全ての人が尊重し合い、一人ひとりが元気に活躍できるまちを目指します。

・歴史と文化を継承し、人も産業も育むまち

郷土に対する愛着と誇りを持ち、共に未来を創り育む力を培い、人も産業も成

長できるまちを目指します。

資料２

■まちづくりの基本方向

３つの基本理念のもと、８つの基本方向を柱とし、３つの共通する視点と共に

施策を展開していきます。

健康・医療・福祉

子育て・若者・教育

環境・エネルギー

都市基盤・防災

多様性デジタル化 脱炭素

まちづくりの基本方向

共通する視点

自然・伝統・文化

地域経済

コミュニティ・共創

行政経営・行政サービス



【まちづくりの基本方向】

１ 健康・医療・福祉

予防と健康づくり

医療体制の充実

介護予防

２ 子育て・若者・教育

子育てしたくなるまち

若者の居場所づくり

学力向上にむけた取組

３ 環境・エネルギー

ゼロカーボンシティの実現

クリーンエネルギーへの取組

ごみ減量とリサイクル

４ 都市基盤・防災

青梅インターチェンジの周辺開発

東青梅１丁目諸事業用地等の利活用

持続可能な公共交通網の構築

安全・安心なまちづくり

５ 自然・伝統・文化

歴史・文化の保存、継承

芸術活動の振興

生涯学習の推進

スポーツ環境の整備・提供

６ 地域経済

地域経済の好循環

基盤産業の成長

農業・林業の振興

観光ＰＲの推進

７ コミュニティ・共創

自治会・地域コミュニティの醸成

市民参画・協働・公民連携の推進

人権・平和への取組

多世代交流

８ 行政経営・行政サービス

行財政改革の推進 行政サービス

人材育成

公共施設再編・利活用


